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実習概要 

実習コース 

2週間コース  

概要 

消化器内科の主治医団の一員として診療に参加します。数人の患者を受け持ち、毎日、医療面接と身

体診察を行います。担当患者について週1回の病棟カンファレンスで口頭プレゼンテーションを行い、

教員および病棟スタッフとディスカッションを行います。消化器内科における内視鏡検査および内視鏡

治療の見学も行います。また消化器救急疾患の対応についても学び機会をもち、担当教官とともに診療

担当します。 臨床実習1，2よりアドバンスな内容で、最新の消化器診療を学びます。具体的な実習内

容については、初日に個人の希望をお聞きし個別に設定します。(例 内視鏡及び腹部CT・MRI画像の読

影、内視鏡検査・腹部エコー検査の練習など)。  

実習スケジュール 

1. 主治医団としての実習:毎朝、担当症例を診察し、病状を把握する。 

・指導医と毎日回診(※時 間を毎日確認すること)する。検査、治療、病状説明にも同行する。主治

医団担当の患者さんを分担して複数(約3人)担当する。 

・病棟カンファレンスにおいて、担当患者のショート・プレゼンテーション。  

 



2. 検査見学：内視鏡検査、腹部エコー検査の見学 

3. 救急・緊急処置症例の初期診療から入院診療まで担当教官とともに担当 

4. 外来見学および初診外来の問診:任意 

5. 研修医レクチャー(水曜8時):研修医と6年生対象のレクチャー  

6．内視鏡機器や腹部エコー機器に実際に触れ、使い方について学びます。また担当患者の同意を得た

うえで、担当教官の指導のもと腹部エコーの実践を行います：任意 

7．内視鏡処置の介助に入り、担当教官とともに内視鏡処置の実際について学びます。 

 

学生へのメッセージ 

消化器内科では内視鏡診療だけでなく、悪性腫瘍に対するがん薬物療法や緩和医療も行っています。

数ある診療科の中でも救急症例も多く、ルーチン検査に加えて緊急症例の処置をこなす必要がありま

す。そういった診療業務を軽々とこなす実地臨床医とともに診療にあたり、最新の内視鏡診療のみなら

ず全人的医療を体感してください。また大規模センターに比べて、多職種との関わりも身近に感じられ

ますので、親切なスタッフとともにチーム医療の実践に参加していきましょう。 


